
 

 

 

 

 

    

開催セミナーのご案内 

各種相談受け付けております。 

“ワンストップ相談会”毎週金曜日 ＴＥＬ 0258-36-2685 （要事前予約） 

個人に関すること、経営に関することを各専門家がワンストップでご相談に応じます。 

 

※内容のご質問等については、TEL 0258-33-8836 担当 ネオス 村上 まで 

※配信中止等のお問い合わせは、ホームページ https://www.3d-m.jp/contact/others/ 

 

 

・・文章中のこのマーク   をダブルクリックして詳しい情報をどうぞ・・・ 

＜コラム＞ 

医療に溶けこむアート 

患者様と医療に携わる方々を元気にするホスピタルアートのチカラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４３４号 ２０２１年８月１日発行 

長岡市長岡保養園すまいる壁面一部  イラスト：馬場千愛さん(CATATSU) 

E-mail pro@3d-m.jp  Web https://www.3d-m.jp/ 

TEL 0258-36-2685    FAX 0258-35-2820 

ワンポイント 通信 
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ノート注釈
ホスピタルアートは日本ではまだ広く普及しておりませんが、北欧やイギリスなどの病院では定着している概念です。ホスピタルアートの先進国といわれるスウェーデンには通称「1%ルール」という法律があり、公共建築の全体予算の1%以上をアートに充てることが義務付けられていて、病院も対象となっています。この法律は1937年に導入されているため、もう80年も国を挙げてアートを大事にし続けています。

ノート注釈
医療現場に芸術を取り入れる、病院を丸ごとアート空間ととらえ、内装を壁画やレリーフで彩ったり、様々なジャンルの絵画を飾ったりする施設が増加しています。快適な環境づくりだけでなく、職員のやる気を高めるなどの効果も期待できます。このような活動は病院のトップの深い理解がないと実現できませんが、無機質な印象の病院が変わるチャンスだと思います。

ノート注釈
社会におけるアートの可能性は無限にあります。そして人間の心と体はバランスが大切。いずれが欠けてもうまく回りません。私たちの住む日本は、医療技術は進んでも心のケアは後進国。今、国内ではアートで医療の現場を変えようとさまざまなアーティストが活躍しています。音楽療法などと同様、医学的エビデンスが確立していないため、まだまだこのような活動を推進していくのは難しいのが現実です。でもこのコロナ禍でも院内アートに助けられた患者さんも医療従事者の方も多いと思います。導入する病院が少しずつでも増えて、この活動が広がっていくことを願います。




